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月 7 日に予定されていた第 10 回子どもの権利研究会（札幌エルプラザ）は新型コロナウィルス肺炎の防止
のためにイベントの開催を自粛し、やむなく中止とした。2019 年 8 月 31 日（土）に北広島市で開催された






  日時  2019（令和元）年8月31日（土）  13時 30分～17時 
  会場  北広島市エルフィンビル2階会議室 
  第Ⅰ部 報告 「北広島における子どもの権利条例の普及促進と子ども参加」 
           仲野 邦廣（北広島市子育て支援部長） 
      コメント 全国の子どもの権利条例と北広島市 
荒牧 重人（子どもの権利条約総合研究所長） 
  第Ⅱ部 「北広島市子どもの権利の権利救済委員会の活動 その現状と課題」 
           内田 信也（弁護士、北広島市子どもの権利救済委員） 
  特別報告 「子どもの心に寄り添った相談の実践―児童会館の広報活動やライン相談など―」 
       札幌市子どもの権利救済機関（子どもアシストセンター） 近藤 里沙（相談員） 

























































日時    2020（令和2）年3月7日（土）  13時 30分 ～ 17時（受付13時～） 
会場   札幌エルプラザ 札幌市北区北8条西3丁目  
第Ⅰ部 講演：「子どもの権利条約の歩みと課題」 
    喜多 明人（早稲田大学教授） 
第Ⅱ部 報告：子どもの権利についての歴史的研究および実践の展開と課題 
    1 国際的な子ども権利史研究の一動向について 
      塚本 智宏（子どもの権利条約総合研究所北海道事務所副所長） 
    2 芽室町子どもの権利条例にもとづく子ども施策 
清末 有二（芽室町子ども支援課 発達支援センター長） 
3 子どものための連携と情報共有 
      野村 武司（東京経済大学教授） 















① 第一に、ヤヌシュ・コルチャックの子どもの権利論では、1967 年から 2018 年に至るまでの自由のマ
グナカルタ3権の英訳の変遷について、いくつかの例を示しながら、その意義を議論してみたい。 
② 第二に、子どもの権利条約成立時のポーランド・コルチャックの関わりについて、国連のOHCHRが作













愛するか』第 37 章と、ポーランド語から英語に初めて翻訳された 1967 年から現在に至る英訳文を、資料 1







   私は、自由のマグナ・カルタを、子どもの権利を訴えたい。おそらく、それらよりもっと大きなもの
になるだろうが、私は３つの基本的なものを規定する。 
 1.子どもの死に対する権利。 
  2.今日という日に対する子どもの権利。 
  3.子どもがあるがままでいる（存在する）権利。 
（1. Prawo dziecka do śmierci.  
2. Prawo dziecka do dnia dzisiejszego.  
3. Prawo dziecka , by było tym, czym jest.） 




資料2.コルチャック著『子どもをいかに愛するか』（1918)第 37章 マグナカルタ三権の英訳 
a. ポーランド p.128（1967）（国・ページ・文献の出された年） 
The right of child to die 
The right of child to the present day 
The right of child to be what he is   
b. ポーランド p.207（1997） 
The child’s right to death 
The child’s right to the present day 
The child’s right to be what he or she is   
 
 
                             








The child’s right to death 
The child’s right of living her present life 
The child’s right of being what she really is  
d.オランダ p.2（2010） 
The right to die（a life）of one’s own 
The right to today 
The child’s right to be as he or she is   
e.ドイツ p.506（2011） 
The right of the child to die 
The right of the child to live for today 
The right of the child to be what she or he is   
f.カナダ p.30（2018） 
A child’s right to die 
A child’s right to the present day 
A child’s right to be what a child is   
 
多少これらの英訳作業に関わるコメントを、a~f の順で、まず記しておきたい。 
a.（Selected works，1967）Selected works of Janusz Korczak. [Selected from Polish by Martin Wolins. 
Translated by Jerzy Bachrach]. 1967 liv, 742 p.（ポーランドで初めて刊行された英語版選集） 





c.（M.Gadotti,1989）Moacir Gadotti,“Janusz Korczak,As the Pioneer of Child’s Rights”,The sixth 
international Janusz Korczak Association in Israel,December 15-17,1998.イスラエルで開催された第 6 回
の国際ヤヌシュ・コルチャック会議での報告。筆者 Moacir Gadotti,は、当時のブラジルのサンパウロ大学の
教授パウロ・フレイレ研究所所長でブラジルヤヌシュ・コルチャック協会評議会のメンバーと付記されてい
る。教育哲学が専門。本論文の引用出典を見ると、コルチャックの諸著作は、1981 年から 1986 年にサンパ
ウロで翻訳されたポルトガル語文献で、『子どもはいかに愛するか』は1986年に翻訳されたものである（p.7）。 






e.（G．Eichsteller（2009，2011）,“Gabriel Eichsteller Janusz Korczak ，His Legacy and its Relevance 
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f.（Selected by O.Medvedeva,2018）How to Love a Child and Other Selected Works,Vol.,1-2（Janusz 






























①The right of child to be what he is    
 彼が何ものである（になる）かということに対する子どもの権利 
②The child’s right to be what he or she is  
 彼・彼女が何ものである（になる）かということに対する子どもの権利 
③The child’s right of being what she really is  
 彼女が実際に何ものであるのかということに対する子どもの権利 
④The child’s right to be as he or she is   
 彼・彼女があるがままである子どもの権利 























  ―2007年の国連資料 ポーランドのアダム・ウォパトカの発言― 
Legislative history of the Convention on the Rights of the Child / Office of the United 















































ォパトカAdam Łopatka (1928-2003)は、すでに他界している。 
Adam Lopatka,Okolicznosci powstania Konwencij o Prawach Dziecka, J.Bińczycka（red）., 








されたい。Biuro Rzecznika Praw Dziecka，Rok Janusza Korczaka 2012: NIE MA DZIECI – SĄ LUDZIE，






















 丸数字と丸なし数値が章 著者は基本的に明記していない、 
・ ⇒ 章番号のないもの
（１）Philip Alston and ･･･『子どもの権利、そして法』。1992
Children, rights, and the law / edited by Philip Alston, Stephen Parker, John Seymour - Oxford [U.K.] 







（２）Jane Fortin 『子どもの権利と発達する法』（1998）ロンドン 
Children's rights and the developing law / Jane Fortin （… 3rd ed 2009 未見 北大） 
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p1.理論的展望と国際的な子どもの権利    
  ①理論的展望／②国際的な子どもの権利（1945 年以降の国連と子どもの権利への記述） 
p2.相談活動の促進と意思決定 
 ③青年期の自己決定／④子どもの逃亡・解放そしてサポートされる権利／⑤青年の意思決定と健康のケア 
 青年の意思決定 一般的なケース／困難なケース／⑥学校での相談の促進と意思決定／⑦裁判における子ども 代理制へ 
の権利／⑧裁判における子ども 自身の請願を構築する権利／⑨裁判における子ども 子どもの願いと感じていること 
p3.子どもの権利と親権 









（３）Bob Franklin （2001）『子どもの権利ニューハンドブック比較政策と実践』 
 The new handbook of children's rights : comparative policy and practice / edited by Bob Franklin : hbk,: pbk. - 
















の権利（Ennew）  子どものオンブズマン その概念と発展 ( Manfrid Grude Flekkoy)  
 
（４）-1 Michael D.A.Freeman 編（2003,Vol.1）『子どもの権利』 








⑤子どもはどんな自然権をもつのか 1973／⑥子どもの権利論のテストケース 1976／⑦子どもの権利についての論争 
1990／⑧子どもの権利 分析枠組み 
p3.子どもの自由 
⑨ホルト 子ども期の課題 1975／⑩子ども期の終焉 子どもの解放へ向かって 1980 
p4.現代の子どもの権利の思考 
⑪もっとまじめに子どもの権利をとりあげること 1992／⑫子どもの権利の出現 1986／⑬開かれた未来への子どもの 











22.子どもの権利条約 家族法関係 1991／23.権利は子どものホームを連れて来た 1999／24.子どもの権利を限界の現れ 
p8.文化的多様性と子どもの権利 
25.子どもの 善の利益原則 1994／26.子どもの権利のアフリカの法律システムへの影響 
 p9.だれの権利か 
27.我々も人間だ。イングランド子どもと若者の子どもの権利に関する展望と意思決定 1999／28.エストニアの子どもたち
の権利認識 転換期の団体への影響 1999 
p10.子どもの権利の未来 
29.子どもの権利の未来／30.子どもの権利条約 子どもへの悪？2000／31.社会再構築に対する子どもの権利の貢献 1996 
 
（５）M.Freeman（2011）『子どもの権利 進歩と展望』ライデン・ボストン 
Children's rights : progress and perspectives : essays from the International,Journal of Children's Rights / edited by 
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（６）Martin D.Ruck （2017）『子どもの権利ハンドブック 世界と多様な展望』 
 Martin D.Ruck,Michele Peterson-Badali,and Michael Freeman Handbook of Children’s Rights. 
 
p1.歴史的展望と現代的展望 子どもの権利と権利条約 
①子どもの権利の歴史／②子どもの権利と女性の権利 相互関係と相互依存／③子どもの権利 社会的排除を追放する枠
組み／④コンセプトの交叉とコンセプションの変化 子どもと大人の理解と関係／⑤子どもの権利と福祉／⑥子どもの権
利条約２５年 内容の変化と実施 
p2.子どもの権利に関する社会科学と理論的展望 
⑦子どもの権利の人類学的な展望／⑧子どもの権利に関する社会学的なアプローチ／⑨子どもの権利の心理学／⑩子ども
の権利の哲学的展望／⑪実際の子どもの経済的社会的権利 権利基盤アプローチ世界行動戦略／⑫子どもの進化する能力 
神経発達と子どもの権利 
p3.法的な、教育的、健康に関するケア他の子どもの権利 
⑬健康と子どもの権利／⑭あなたがあなたになる子どもの権利／⑮子どもの人権の尊厳、肉体的高潔さ、害からの保護 
 それらの世界規模での承認に向かっての進展／⑯続く子どもの虐待とネグレクト／⑰国連の子どもの権利訴訟手続きの方
法のなかで何が成立しているのか／⑱学校における子どもの権利の履行／⑲子どもの遊ぶ権利 周辺から中心／⑳精神的
な障害をもつ子ども 生命倫理とゲノム学的ジレンマ 
p4.子どもの権利に関する世界的なパースペクティブ 
21.ストリート環境の中の子どもと未成年 権利とリアリテイ／22.子どもの教育権 世界的な展望／23.アフリカとラテ
ンアメリカの統治と子どもの権利／24.子どもの権利の独立した機関／25.子どもの権利とデジタルテクノロジー／26.権
利主体としての労働する子ども 労働する子どもの権利の言い分／27.性的搾取からの保護／28.子ども兵 
p5.行動の中の子どもの権利 
29.書くことの子どもの権利 若い子の児童文学のプロデューサーとしての参加／30.子どもの自由な会と彼らの権利の選
択的訓練／31.地方行政への子どもの参加／32.子どもにやさしい街に対する子どもの権利／33.参加のための子どもと未
成年の権利基盤研究における目に見える方法 インドネシアとバヌアツ／34.子どもの権利と実践家たちの誤り シエラ
レオネとケニアの関係諸機関からのレッスン／35.子どもの権利に関する子どもの声 発達心理学からの思考 
 
おわりに 
 本資料に関して、関心のある方ぜひ、ご連絡いただきたい。連絡先は下記のとおり。 
 tukamoto@tsc.u-tokai.ac.jp 
 
付記 
 本稿は、名寄市立大学コミュニティケア教育研究センター2019年度課題研究の採択を受けたものである。 
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